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震災後 一 書らしの中 の灯りを考える

2 0 1 1 年の 東日本大震災を通して気づ い た ｢ 灯り｣ の 大 切さ ｡

そして これ からの 私たち の街に求められる光環境の 役割とは -

｢ 震 災後 ｢ 暮らしの 中の 灯りを考える｣ をテ ー マ に

世界的な照明デザイナ ー

面 出薫氏 ､

パ ナソ ニ ックデザイン社 初代社長 植松豊行氏 ､

色 彩工学 の第 一 人者 立命館大学教授 篠 田博之氏 ､

宮城大学准教授 伊藤真市氏を招き ､

まノ ブ 私たち宮城大学や各大学の 学生運営委員と

参加者 の皆様で共に考え ､ 意 見 を交換する機会として
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シ ンポジウ ムを開催します｡
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面出 薫 氏( 照明デザイ ナ ー

)
1 9 5 0 年 東京都生 ま れ ｡ 東 京芸術大学美術字種デ ザイン 科

卒業後 ､ 同大 学院美術研究科修士 課程 を修~j
'

｡
1 9 9 (j 年

( 株) ライ ティ ン グ プラ ン ナ【ズ ア ソ シ エ ーツ を 設 立 ､ 代 表

取締積∴ 住宅照 明 から建築照 明､ 都市 ･

環 境照明 の 分 野

まで 幅 広 い 照明 デ ザ イン の プ ロ デュ ー サ ー

､
プ ラ ン ナ ー

と

L･ て 活 躍 する か た わ ら ､ 市民参加 の 照明文化研究会 ｢ 照

明 探偵団｣ を 組 織 し ､巨月見 と して 精力的 に活動 を展開中う

ー著書 に
｢ 世界照明探胤 Ⅶ｣ ( 鹿島出版会) ､

｢ 陰 影 の デザイン｣

篠 田 博之 氏( 立命館大学教授)
1 9 6 6 年 神 奈川 押J ヒま れ ｡ 東 京 ⊥二葉大学王町芋祁物 理 学科

卒 業 後､ 同 人
′

7 : 院 総 合 理 工 学研 究 科 物 理1帯 織~｢ 学 専

攻修~ = 郵陸 瓢修了 l:】本色彩学会理 事､ 照 明学会広報委

員良 国際照明委員会( C I E ) 第1 部会委員 ､ O p Li c al S l) Ci e t y

of A †ll e l~i c a ､ 応 用 物 理 学会 ､ 口 本照明香月会 な どに所属 ｡

専門 は視覚情報処理 ､ 心理 物理学, 色彩 工
･

学､ 視環境工 学｡

著書に 『色彩 l二苧入 門｣ ( 森北出版) ､ 相l 覚心 理管Il (ミネ ル ヴァ

か戻) ､

r ･
】

色と光 の 能力 テ ス トT O C O L テキス ト= リリス) ほ か ｡
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東北芸術工科大学 教授

京都造形芸術大学 教授

パナソニ ックデザイン社初代社長

1 9 4 8 年香 川県生 ま れ .､ 武蔵野美術大学造形学難産業 デザ イ

ン 字科卒業｡ 1 9 7 1 年松~F̀ 電 器産業( 株) 入 社 ｡ 2 0 0 2 年より

パ ナソ ニ ッ クデザ イン 祉 設立 に伴い 初代社長に 就任 ∴川 蝉西

岡祉を定年退職後 パ ナ ソ ニ ッ ク一株) 客員に 就任､ 東北芸椀工

科大学教授 に就任､ 事業､ 商品開発 ､
プ ロダクトデザイン ､ サス テイ

ナカ レデザ イン 研究 なとを 担当｡ 昨年 4 月よ わ京都造形芸術大

学 にて プロ ダ クトデザイン 学科 を 創設 し学科良教授に 就任r
, 他

に
､
ドイツI F デザイン 貨審査委員､

マ レーシ アU R M 大字政府招

聴講座委員 ､ 経 済産業省製造産業局委員な ど歴任｡

伊 藤 頁市 氏( 宮城大学准教授)
1 9一日 年 東京に 生 まれ ∴東京造形人苧造形学部卒業後 ､ 筑 波

人手人学院芸術学研究科 博士課程 を筑波大学人学院 芸術

学研究 榊 博士課程を単位修得退学｡

株式 会社 フ ジ タ勤務 . 杉野女子大学講師､ 宮城 大学助教授

を経 て ､
2 0 0 8 年よら現職 ｡ 専門ほ文化環境 デザイン ､ 色彩 乱




